
紹
　
介

プ
レ
プ
ク
・
ア
ニ
コ
ー
一
一
者
（
寺
尾
信
昭
訳
）

『
ロ
シ
ア
、
中
・
東
欧
ユ
ダ
ヤ
民
族
史
』

　
二
〇
〇
四
年
五
月
｝
日
、
中
東
欧
を
含
む
一
〇

力
国
が
新
た
に
E
U
に
加
盟
し
た
。
一
九
九
〇
年

代
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
拡
大
の
進
展
に
伴
い
、
も

は
や
西
欧
諸
国
の
み
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
タ
ー

ム
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
状
況
と
な

っ
た
。
近
年
に
お
け
る
西
洋
史
研
究
の
動
向
を
垣

間
見
て
も
、
こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
い
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
「
東
側
」
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
そ
の
も
の

を
逆
照
射
す
る
試
み
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
む

ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
歴
史

認
識
の
変
化
は
、
日
本
の
東
欧
史
研
究
に
と
っ
て

追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
も
そ
の
よ
う
な
最

近
の
学
問
的
潮
流
に
悼
さ
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
℃
選
挙
労
〉
巳
搾
少
佐
騨
灘
南
砺
禽

護
捜
轡
禽
　
　
漆
N
寧
団
ミ
曾
謹
§
　
　
黛
　
¢
も
9

旧
悪
堆
き
§
（
H
U
Φ
び
H
①
O
Φ
】
ρ
　
同
り
㊤
刈
　
　
　
　
　
　
　
｝
）
の
邦
訳
で
あ
る
。

著
者
の
プ
レ
プ
ク
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
コ
ッ
シ
ュ
ー

ト
・
ラ
ヨ
シ
ュ
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
お
り
、
特

に
一
一
重
霜
主
国
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
ユ
ダ
ヤ
人
に

関
す
る
研
究
を
中
心
に
、
優
れ
た
業
績
を
残
し
て

い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
史
研
究
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
歴
史
家
の
手
に
よ
る
本
書
の

特
徴
は
、
概
説
的
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
、
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
帝
国
、
ロ
シ
ア
、
及
び
第
一
次
世
界
大
戦
後

に
創
出
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
継
承
諸
国
に
お
け
る
ユ

ダ
ヤ
人
の
歴
史
的
状
況
を
、
各
々
の
相
違
点
に
着

目
し
つ
つ
網
羅
的
に
分
析
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
本
書
は
一
二
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
著
者

は
本
書
の
ま
え
が
き
で
、
～
九
世
紀
を
、
「
た
と

え
議
論
の
余
地
が
あ
る
に
せ
よ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

化
史
上
比
類
の
な
い
規
模
で
寛
容
の
精
…
神
が
浸
透

し
た
」
時
代
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
姿

勢
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
章
、
二
章
で
は

古
代
・
中
世
に
も
目
を
配
り
つ
つ
、
主
に
近
現
代

に
大
き
な
比
重
を
置
き
、
さ
ら
に
第
三
章
か
ら
第

九
章
ま
で
は
近
代
ユ
ダ
ヤ
史
に
お
け
る
「
受
容
の

一
九
世
紀
偏
、
第
｝
○
章
か
ら
第
ご
一
章
ま
で
は

「
権
利
剥
奪
（
排
除
）
の
二
〇
世
紀
」
と
規
定
し

て
考
察
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
著
者
が
｝

九
世
紀
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
の
は
、
一
九
八
九

年
以
後
の
中
東
欧
を
取
り
巻
く
状
況
と
無
関
係
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
体
制
転
換
以
後
に
中
東
欧
各

国
で
噴
出
し
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
へ
の
著
者
な
り
の

応
答
と
い
う
意
味
合
い
も
本
書
に
は
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
核
と
な
る
門
受

容
の
一
九
世
紀
」
、
「
権
利
剥
奮
（
排
除
）
の
二
〇

世
紀
」
の
各
章
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
要
を
紹
介

し
た
い
。

　
申
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
見
ら
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
社
会
的
分
離
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
、

宗
教
改
革
、
絶
対
王
政
期
に
お
け
る
重
商
主
義
政

策
、
さ
ら
に
啓
蒙
主
義
の
流
れ
の
中
で
、
次
第
に

両
者
の
融
和
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。
こ
の
ル
ネ

サ
ン
ス
か
ら
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
創
ら
れ
た
両
者

の
融
和
的
関
係
を
下
地
に
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
史
に
お

け
る
「
受
容
の
一
九
世
紀
」
は
始
ま
る
。
「
受
容

の
一
九
世
紀
」
を
扱
う
各
車
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
を
震
源
地
と
し
て
中
東
欧
に
も
拡
大
し
た
ユ
ダ

ヤ
人
解
放
の
法
制
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
、
解
放
後
の

ユ
ダ
ヤ
人
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い

る
。
従
来
の
多
く
の
研
究
者
が
明
ら
か
に
し
た
よ

う
に
、
特
に
一
九
世
紀
後
半
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
法

的
地
位
の
向
上
と
そ
れ
に
伴
う
資
本
主
義
経
済
へ

の
適
応
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
積
極
的
に
ホ
ス

ト
社
会
へ
の
「
同
化
し
を
模
索
し
た
時
代
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
著
者
は
こ
の
「
同
化
」
過
程
を

「
宗
教
的
伝
統
か
ら
の
離
反
、
す
な
わ
ち
文
化
変

容
で
も
っ
て
始
ま
り
、
文
化
的
独
自
性
の
修
正
や
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放
棄
、
あ
る
い
は
周
囲
の
生
活
様
式
や
支
配
的
な

価
値
、
及
び
文
化
へ
の
適
応
に
示
さ
れ
る
」
と
明

確
に
定
義
し
た
上
で
、
中
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
の

「
同
化
扁
過
程
は
不
完
全
か
つ
多
様
性
を
含
む
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
二
重
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
本
書
は
、
中
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
宗
派
、

経
済
資
本
、
文
化
資
本
に
お
い
て
大
き
な
差
異
を

示
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
枠
組
を
超
え
た
有
機
的
な
結
び
つ
き
も
創
出
し

て
い
た
こ
と
を
、
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
九
世
紀
の
最
後
の
二
、
三
〇
年
に

は
、
「
受
容
の
｝
九
世
紀
」
も
動
揺
を
見
せ
る
。

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
や
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
芽
生
え
は
、

来
る
二
〇
世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
運
命
を
予
見
す
る

現
象
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
書
の
も
う
一
方

の
核
と
な
る
「
権
利
剥
奪
（
排
除
）
の
工
○
世

紀
」
の
各
章
で
は
、
戦
間
期
の
ソ
連
、
中
東
欧
諸

国
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。
著
者
が
門
権
利
剥
葎
（
排
除
）

の
二
〇
世
紀
」
と
し
て
こ
の
時
代
を
規
定
す
る
よ

う
に
、
～
九
世
紀
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
与
え
ら
れ
た
寛

容
の
精
神
は
、
地
域
や
時
期
に
偏
差
は
あ
る
も
の

の
、
金
体
と
し
て
は
著
し
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
例
え
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
は
～

九
二
〇
年
に
、
大
学
と
高
等
専
門
学
校
へ
の
入
学

比
率
を
総
人
ロ
に
占
め
る
「
人
種
及
び
民
族
」
の

割
合
に
よ
っ
て
決
定
す
る
「
就
学
制
限
法
」
が
制

定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
国
に
お
け
る
一
九
三
八

年
以
降
の
一
連
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
法
扁
は
、
ユ
ダ
ヤ

人
か
ら
市
民
的
権
利
を
剥
染
し
、
差
別
の
制
度
化

を
完
成
さ
せ
た
。
こ
こ
で
も
著
者
は
、
こ
れ
ら
の

措
置
を
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
社
会
・
経
済
関
係
を
共

に
創
造
し
て
き
た
数
百
年
の
運
命
共
同
体
を
破
壊

し
た
」
行
為
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
一
九

世
紀
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
寛
容
の
精
神
、
及

び
「
ハ
ン
ガ
リ
…
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
生
の
記

憶
」
を
い
っ
そ
う
際
立
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
以
上
、
概
略
的
で
は
あ
る
が
本
書
の
内
容
を
紹

介
し
て
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
大
き

な
特
徴
は
中
東
欧
の
各
地
域
を
網
羅
的
に
分
析
し

て
い
る
点
に
あ
る
。
む
ろ
ん
、
本
書
の
考
察
対
象

は
中
東
欧
の
諸
地
域
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
地
域
に
よ
っ
て
考
察
の
深
度
に
相
違
は
あ

る
も
の
の
、
中
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
史
を
多
様
か
つ
相

互
連
関
的
な
視
点
の
も
と
で
描
き
出
し
て
い
る
著

者
の
ス
タ
ン
ス
は
、
日
本
の
東
欧
史
研
究
に
有
益

な
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
訳
者
の
寺
尾

信
昭
氏
は
、
近
現
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
と
ユ
ダ

ヤ
人
と
の
関
係
を
分
析
し
た
論
文
を
多
数
著
し
て

い
る
。
著
者
の
プ
レ
プ
ク
と
専
門
が
類
似
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
訳
者
の
翻
訳
は
非
常
に
丁
寧
か

つ
読
み
や
す
く
、
専
門
的
知
識
が
必
要
な
箇
所
に

は
訳
者
に
よ
る
詳
細
な
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
巻
末
に
参
考
文
献
一
覧
と
地
名
要
覧
が
付

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
初
学
者
に
と
っ
て
は
非

常
に
あ
り
が
た
い
。
本
書
が
、
中
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ

史
を
概
観
す
る
上
で
便
益
な
書
物
と
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

（
A
五
版
　
二
五
二
頁
　
二
〇
〇
四
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
彩
流
社
　
税
調
二
五
〇
〇
円
）

　
　
（
小
川
隆
司
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）
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